
 

 

子供たちの安心・安全を守る取り組み

として、京都府警察及び京丹後警察、安

全ボランティアの方々が連携し、弥栄小

学校で防犯教室が行われました。子供た

ちは黒部駐在所の松井巡査から「こども

110番のいえ」の説明を受けた後、平安

騎馬隊の演技を鑑賞しました。騎馬隊の号令に合わせて走る騎馬に子供たちは驚いていました。 

演技の後、騎馬と触れ合った子供たちは、警察官、ボランティアの方々、教員とともに下校し、途中こど

も110番のいえを訪問しました。子供たちの代表がいつも安全を見守って頂いている感謝の気持ちを込

め、挨拶をしました。地域の方からは「毎日きちんと並んで登下校している姿に感心している。危険なこと

は何も起こらないのが一番良いが、もし何かあったときはすぐに来てください」と話していました。 
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 「野間ふるさとキッチン」では今年度京都府の「地域外ファンづくり事

業」に取り組んでいます。今回は野間集落センターで巻きずし作り体験を開

催しました。地域外の人との交流を目的として、具材も野間らしさにこだわり、玉子焼きとキュウリの他

に、小鮎の甘露煮とカニかまぼこが用意されました。 

 当日は親子連れや外国人の方、野間地域の高校生などが参加しました。自己紹介をした後、巻きずしの作

り方についてスタッフから説明を受け、巻きずし作りを行いました。参加者は初めての体験のようでした

が、協力しながら楽しくできたようでし

た。最後に自分で作った巻ずしを切り、試

食しながら交流を行いました。野間の食材

の巻きずしも好評でした。 

 今回の取り組みはスタッフ側も初めての

ことでしたが、参加者が積極的に手伝いを

され和やかなひとときとなりました。  

 芋野区のひまわり畑が今

年も鮮やかに咲いていま

す。家族や友達と一緒に景

色を眺めたり、写真を撮っ

たりしませんか？ 

 8月上旬が見頃です。 

  

 溝谷福祉委員会「ひまわりクラブ」の主催

で、「男の井戸端会議」と題し、初めて男性だ

けのサロンを行いました。 

 初めに京丹後市文化財保護課の新谷課長か

ら、溝谷区の歴史について講話を聞きました。

「溝谷」という名前の由来は、延長5年（927

年）竹野郡の「溝谷神社」までさかのぼるそう

です。講話の後、ひまわりクラブの手作りケー

キとコーヒーを頂き、今後溝谷区で暮らしてい

くためにはどう

するべきか、何

が必要かなど地

域のこれからに

ついて楽しく語

り合いました。 
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弥栄小学校で防犯教室 〈7/12〉 

野間で巻きずし体験 〈7/13〉 

溝谷区「男の井戸端会議」〈7/17〉 
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溝谷神社 

芋野区のひまわり畑が綺麗！ 


